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１．研究開始当初の背景 
 近年、若者の犯罪は増加かつ凶悪化する傾

向にあり、発生要因の解明と対策が急務とな

っている。犯罪社会学および犯罪心理学の文

献では、若者が犯罪を開始し、それを繰り返

す要因として、犯罪の感染現象—仲間内で犯罪

行為を模倣・学習し、犯罪行為が拡大する現

象—が指摘されている。しかしながら、その研

究は事例分析が中心で、定量的分析は極めて

限られている。 

 それに対して、経済学の分野では、行為の

感染・伝播といった社会的相互作用に関する

理論および実証の研究蓄積が存在する。特に

帰属グループの集合的な行為が個人の行為に

あたえる影響はピア効果(peer effect) と呼

ばれ、教育、労働、健康に関する数多くの意

志決定行為において、実証されている。さら

に、行為の感性・伝播の範囲は微細地理デー

タをもちいた厳密な手法により特定すること

が可能となっている。 

 犯罪行為のピア効果の計測を困難なものに

している要因の一つとして、個人の交友関係

および交友範囲が動的に変化することが挙げ

られる。例えば、若者の犯罪は集団内で模倣

を通じて伝播する一方、犯罪行為それ自身が

新たな帰属グループを生みだし、交友関係と

交友範囲を変容させているとも考えられる。

従来のピア効果の実証分析では、このような

交友関係・交友範囲が形成・変容する過程に

ついては明示的に考慮されていなかった。 

 
２．研究の目的 
 本研究では、近年発展が著しいマッチング

理論に基づくゲームプレイヤーの選好の顕示

選好分析と微細地理データを用いた知識の波

及効果に関する実証分析の最新の研究成果を

若者の犯罪行為の社会的相互作用のモデル構

築に援用し、交友関係と交友範囲の内生的な

変容を考慮した上で、若者の交友を通じた非

行行為のピア効果を測定すること目的とした。 

 
 

３．研究の方法 
 本研究では、（１）非行活動を行う若者の

交友関係形成行動をモデル化するためにマ

ッチング理論を援用し、その行動を片側非効

用 移 転 (one-sided non-transferable 

utility)ゲームとして定式化した。また、そ

のゲームが予測する安定マッチングの複数

性を解決するための計量モデル構造を明ら

かにし、構造パラメータを推定するための統

計手法を開発した。 

（２）非行行為をもたらす若者の交友範囲の

特定を行うために、非行行為の知識の伝播を

包含する一般的な知識伝播の波及効果と波

及範囲を厳密に計測するための手法 —距離

ベースアプローチと呼ばれる手法— を開発

した。その上で、この距離ベースアプローチ

を特許引用データに適用し、知識の波及効果

の局所性の程度を厳密に計測した。この知識

の波及効果と波及範囲の計測結果は非行行

動の局所的相互作用の交友範囲を決定する

際の指標のひとつとして利用した。 

（３）交友関係の決定と非行行為の決定を同

時に考慮する社会的相互作用モデルを構築し、

内生的な交友関係と交友範囲を考慮したうえ

で非行行為のピア効果を計測した。この際の

データはNational Longitudinal Study of 

Adolescent Health(通称AddHealth) と呼ば

れるデータを利用し、若者のピア効果計測の

対象となる非行行為としては喫煙、飲酒、薬

物摂取行為を設定した。 

 
４．研究成果 

（１）若者の交友関係形成行動のモデル化 

若者の交友関係形成をモデル化するために

マッチング理論の分野で「ルームメイト問

題」と呼ばれる片側非効用移転(one-sided 

non-transferable utility)ゲームを援用し

た。また Sorensen (2007)が両側非効用移転

(two-sided non-transferable utility)ゲー

ムの顕示選好分析を行う際に開発した計量

経済モデルとシミュレーション推定手法を、



片側非効用移転ゲームにも適用可能なよう

に一般化した。この際、安定マッチングの複

数性から発生する計量経済モデルの不完全

性を解決するためには、プレイヤーの効用関

数がポテンシャル的な性質をもつ必要があ

ることを示した。さらにこの計量経済モデル

を推定するためにはシミュレーション尤度

推定またはシミュレーション積率推定が可

能であることを示した。これらの研究成果は

「マッチングゲームの顕示選好分析」という

図書にまとめられている。 

 

（２）知識の波及効果と波及範囲の計測 

知識の波及効果、特に、波及範囲の局所化の

判定手法はこれまで Jaffe, Trajtenberg and 

Henderson (1993)のによって開発されたマッ

チング比率アプローチが代表的であった。た

だし、この分析手法は波及範囲の単位が離散

的あり、波及範囲のおよぼす連続的な距離の

計測が困難であるという欠点をもっていた。

そこで本研究では Duranton and Overman 

(2005)が産業集積の局所化を計測する際に

開発した距離ベースアプローチを知識の波

及範囲の計測に適用した。これは技術分類 A

におけるすべての特許間引用のペアの距離

の分布を以下で与えられるカーネル密度関

数 

によって推定し、その密度関数に基づく以下

の知識の波及効果の局所化の指標を計算し

た。 

ただし、 は実際の引用についてのカーネル

密度関数であるのに対して、 は仮想的な引

用についてのカーネル密度関数である。 

 知識の局所的波及効果の主要な結果を表 1

に示している。なお、先行研究(例えば、

Thompson and Fox-Kean, 2005a,b)は仮想的

な引用を構築する際には技術の３桁分類で

コントロールする場合と６桁分類でコント

ロールする場合の二通りで行うことを提唱

しており、この表もそれぞれのコントロール

についての局所化の度合いを示している。さ

らにそれぞれのコントロールについて距離

の計測に引用特許における発明者間の中位

値と最小値を使った場合の結果について示

している。表の１行目は対象となる技術クラ

スの個数であり、表の２行目は局所化が判定

された技術クラスの数である。この結果から、

３桁コントロールの場合で約 70%の技術クラ

スが、また、６桁コントロールの場合で約 30%

の技術クラスが局所化していることが明ら

かにされている。 

 
 

 
表１：知識の局所化の推定結果 

 

さらに図１と図２には３桁コントロールと

６桁コントロールのそれぞれの場合につい

て局所化した技術クラスの距離に関する累

積度数を示している。この結果から３桁コン

トロールで８０％以上の技術クラスが、また

６桁コントロールで５０％以上の技術クラ

スが２００ｋｍ以内で局所化していること

が明らかになった。この局所化距離は発明技

術の知識に波及効果の範囲の一つの指標と

なっている。 

 これらの研究は”Localized Knowledge 

Spillovers and Patent Citations: A 

Distanced-Based Approach”という共著論文

にまとめられ Review of Economics and 

Statistics という国際雑誌に掲載が確定し

ている。 

 

 



図１：局所化距離(３桁コントロール) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図２：局所化距離(６桁コントロール) 

 

（３）若者の非行行為のピア効果の計測 
 若者の交友関係と非行行為の同時決定を
確率効用関数モデルにもとづく計量経済モ
デルとして定式化した。このモデルでは主体
の交友関係決定については片側非効用移転
ゲームを援用し、主体の非行行為決定につい
ては Nakajima (2007)で用いた線形平均
(linear-in-means)ピア効果モデルを援用し
た。 
 推定には Sorensen (2007)が開発したベイ
ジアン・マルコフチェーン・モンテカルロ法
によるシミュレーション最尤法を使用した。 
 推定結果は、喫煙、飲酒、薬物摂取のいず
れのピア効果は正であるものの、統計的に有
意な結果とはならなかった。さらに、ネット
ワーク構造に内在する観察できない要因を
固定効果でコントロールした後に再推定を
行ってもピア効果についての推定結果は質
的に変化しなかった。 
 また交友関係の地理的範囲を細分化する
と推定結果の標準誤差が極端に大きくなる
ことが観察された。このことから推定された
ピア効果値の不安定性は交友関係の外生的
な変動の不足であることが示唆される結果

となった。 
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